
厚生労働省の定める施設基準等に関する掲示事項 

 

当院は、保険医療機関の指定を受けている医療機関です。 

当院が東海北陸厚生局に届出を行っている施設基準は以下のとおりです。 

 外来感染対策向上加算 

 連携強化加算 

 サーベイランス強化加算 

 電子的診療情報連携体制整備加算 

 がん治療連携指導料 

 保険医療機関間の連携による病理診断 

 充実管理加算 

 持続陽圧呼吸療法充実管理体制加算 

 外来・在宅ベースアップ評価料（１） 

 

厚生労働省の施設基準等で定められているウェブサイト掲載事項は、当院では以下のとおりです。 

医療 DX 推進体制について 

オンライン資格確認により取得した診療情報（受診履歴、薬剤情報、特定健診情報等）を、診察

室等で医師が閲覧・活用できる体制を整え、質の高い医療の提供に努めています。電子処方箋を

導入しております。電子カルテ情報共有サービスについては導入に向けて準備を進めています。 

 

明細書発行について 

領収書の発行の際に個別の診療情報の算定項目の分かる明細書を無料で発行しております。明細

書の発行を希望されない方は、受付窓口にてその旨をお申し出ください。 

 

⾧期処方・リフィル処方せんについて 

患者様の状態に応じて、28 日以上の⾧期処方やリフィル処方せんを発行することが可能です。⾧

期処方やリフィル処方せんの交付が可能かは、病状に応じて医師が判断いたします。 

 

先発医薬品（⾧期収載品）の選定療養について 

患者様やご家族の希望により、後発医薬品（ジェネリック）がある先発医薬品を処方する場合、

保険診療の自己負担とは別に、「選定療養費」が発生します。選定療養費は薬局でのお支払いとな

ります。⾧期収載品と後発医薬品の価格差の一部を選定療養費としてご負担いただきます。なお、

医師が医療上の必要があると判断した場合や、在庫状況により後発品が提供困難な場合は、この

負担は発生しません。 



 

外来感染対策向上加算について 

院内感染防止対策として、必要に応じて動線分離などを行い、受診歴の有無にかかわらず、発熱

その他感染症を疑わせる症状の患者様を受け入れています。 

 

一般名処方加算について 

後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品名を指定するのではなく、薬剤の成分をもとに

した一般名処方を行う場合があります。特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、一般名

処方によって患者様に必要な医薬品が提供しやすくなります。患者様としては、処方箋が一般名

で記載されることによって、調剤薬局で後発医薬品を受け取ることができ、お薬代を安くするこ

とが出来ます。 

 

外来・在宅ベースアップ評価料について 

医療従事者の賃上げを通じて良質な医療を継続的に提供するため、外来・在宅ベースアップ評価

料を算定しております。本評価料は、日々の診療や患者様対応に尽力しているスタッフの賃金改

善に充てられます。 

 

持続陽圧呼吸療法充実管理体制加算について 

CPAP 療法の使用状況を遠隔で確認できる機器を用いて継続的な管理を行っています。 
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